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農
業
経
情
曲
学
と
農
業
枇
舎
接
、
農
壊
の
課
題
と
限
界
に
就
て

l
猫
逸
及

び
北
米
合
衆
園
に
於
け
る
斯
壊
費
建
史
の
比
較
〉
空
間
編

krmH白
書
B
O富
山
}
州
中
の
第
一
節
同
巳
邑
司
E
g
m
p
H
L
P
m
E
H島
805MW

ぽ

K
F
E
E
E
及
び
第
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節

U
F
F
E邑口
WHigm
色
白
骨
回
同
月

r
s
p
m
g忌
W
8
0
5宥
HMg
当日田由自由司
E.窓
口
の
内
容
で
る
る
。

題
目
の
示
す
通
り
著
者
は
、
亜
米
利
加
合
衆
園
並
に
濁
過
に
於
け
る
斯
撃
の
費
生
及
び
護
建
の
傾
向
を
比
較
し
、
そ
の
研
究
課
題
を

検
討
し
、
結
局
両
者
の
見
解
の
一
致
す
る
こ
つ
の
科
皐
ハ

kpmg忌
W言
。
一
昆
F
L
P
m『
2
8氏
。
庁
間
山
由
)
が
成
立
し
得
る
事
を
述
べ
ゃ
う

と
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
今
私
が
特
に
此
二
章
を
謹
ん
だ
の
は
、
日
頃
斯
臨
?
の
費
建
に
闘
す
る
大
観
を
得
た
い
と
願
っ
て
居
た
時

農
業
総
連
何
事
の
獲
建

ニ
ニ
七



農
業
経
済
事
の
融
政
建

二
二
八

に
偶
々
そ
れ
に
行
首
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。

向
ほ
註
は
す
べ
て
原
著
の
註
で
あ
る
。
本
論
の
性
質
上
、
附
加
し
た
方
が
便
利
だ
と
思
っ
た
の
で
、
煩
を
い
と
わ
4
y
引
用
し
た
。

-
、
亜
米
利
加
合
衆
闘
に
於
け
る
農
業
経
済
皐
の
接
建

亜
米
利
加
合
衆
閣
に
於
け
る
農
業
一
群
慎
一
撃
の
歴
史
は
僅
々
三
十
年
乃
至
四
十
年
在
経
過
し
た
に
過
ぎ
た
吋

c
一
九

O
O年
以
前
に

は
経
情
感
の
斯
る
部
門
は
存
在
し
‘
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
短
日
月
に
念
激
友
護
連
を
じ
た
に
拘
ら
や
、
今
日
で
は
農
業
経
済
撃

は
一
つ
の
大
き
た
完
備
し
た
大
系
を
備
へ
て
居
る
。
即
ち
農
業
経
情
皐

(
k
p
m
E
g宮
号
包
囲

8
8
E
g
)
は
欧
羅
巴
と
は
調
立
し
て

護
建
し
た
豆
米
利
加
合
衆
闘
猫
自
の
産
物
で
あ
っ
て
、
唯
此
の
新
し
い
科
壊
の
創
設
者
が
、
そ
の
教
養
と
示
唆
の
一
部
を
蹴
羅
巴
か

ち
得
た
に
過
ぎ
な
い
。
是
に
闘
す
る
研
究
機
闘
の
数
、
科
率
的
論
文
の
教
で
は
遥
に
他
の
閣
を
し
の
ぎ
、
研
究
費
の
如
き
も
他
の
何

れ
の
園
よ
り
も
潤
樺
に
し
て
斯
撃
の
護
建
を
助
け
て
居
る
。

上
の
様
な
事
情
で
著
者
は
先
づ
亜
米
利
加
ム
ロ
衆
閣
の
農
業
経
憤
撃
の
護
謹
を
姐
上
に
む
せ
る
。

農
業
経
掛
撃
の
最
-
初
の
研
究
は
純
粋
に
経
替
経
済
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
生
産
費
を
決
定
せ
ん
と
す
る
意
図
か
ら
出
張
し
た
。
最

初
か
ら
典
型
的
な
商
業
的
立
場
を
と
っ
て
居
た
豆
米
利
加
の
農
家
は
、
如
何
に
せ
ば
多
く
の
利
潤
が
得
ら
れ
る
か
と
云
ふ
事
が
最
大

の
問
題
だ
っ
た
。
そ
と
で
潟
政
者
は
既
に
十
九
世
紀
の
牟
頃
に
は
玉
萄
黍
や
綿
花
の
様
訟
農
産
物
の
生
産
費
計
算
を
企
て
L
居
た
が
、

そ
の
最
初
の
科
接
的
研
究
は
一
八
九

O
年
手
初
め
て
八
公
刊
さ
れ
た
e

即
ち
属
島
富
田
W
P

農
事
試
験
場
で
は
此
年
、
作
物
生
産
費
に

闘
す
る
資
料
を
公
刊
し
、
一
八
九
四
年
及
び
一
八
九
五
年
に
当
官
民
岡
田
ぬ
が
同
様
の
調
畳
を
稜
表
し
た
。
然
し
、
其
方
法
に
新
生
p

商
を
聞
い
た
の
は
嘗

-
F己
た
る
冨

E
g
g大
壊
に
職
を
奉
じ
て
居
た
巧
・
芦
田
習
で
る
る
。
彼
は
従
来
生
産
費
調
益
の

た
め
に
用
ひ
て
居
た
方
法
、
即
ち
小
さ
ゑ
試
験
直
の
中
で
行
っ
て
居
た
方
法
を
排
し
て
、
多
数
の
農
場
を
調
奈
し
、
そ
の
結
果
を
生

門
匙
ニ
〉

産
費
計
算
の
基
礎
と
し
た
の
で
あ
る
。
総
広
論
文
は
世
紀
の
饗
り
自
に
公
に
さ
れ
た
の
で
る
る
が
二
九

O
五
年
彼
が
巧
g
Eロ
m
gロ



と
な
る
や
、
聯
邦
政
府
も
亦
と
の
新
し
い
磨
間
に
積
極
的
友
閥
心
を
持

ち
始
め
た
の
で
あ
る
。
故
に
彼
は
斯
壊
の
開
拓
者
の
一
人
な
の
で
あ
る
。

経
営
撃
の
概
念
は
既
に
一
九

O
一
年
当
・
旬
・
∞

E
Eロ
が
政
府
か
ら
依
嘱
さ
れ
て
経
後
感

2
3
5
5
m
2
8
3
の
研
究

に
賞
る
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
居
た
が
、
一
九
一
五
年
に
至
る
迄
か
L

る
新
し
い
経
瞥
的
部
門
は
農
産
局
(
切

5
0
2
弘
司
V
E
阿国内四・

5
マ
ち
に
属
し
て
居
た
。
枇
紀
が
饗
る
と
粧
替
経
楠
撃
に
闘
す
る
出
版
が
次
第
に
多
き
を
加
へ
て
来
た
。
①
H
V

山口

gmg
の
専
門
は
従

来
農
業
生
産
技
術
ハ
特
に
牧
草
及
飼
料
に
つ
い
て
謹
詣
が
深
か
っ
た
)
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
そ
の
任
に
就
く
や
新
し
い
専
門
領
域
に

闘
し
て
多
く
の
論
文
を
護
表
し
た
。
一
九

O
二
年
に
は
農
業
年
報
(

J
『

g
H
r
g
w
色
k
p
雪
山
口
己
E
B
)
に
合
衆
閣
に
於
け
る
経
替
方
式

に
側
聞
す
る
資
料
が
掲
載
せ
ら
れ
る
様
に
な
り
、
そ
の
上
多
数
の
経
皆
経
済
撃
の
記
述
的
論
文
が
公
に
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
か
L
る

論
文
の
総
て
は
、
然
し
、
研
究
結
果
を
農
耕
の
貫
地
に
鹿
用
す
る
場
合
に
於
け
る
忠
言
で
あ
っ
て
、
そ
の
叙
越
の
方
法
は
例
示
的
で

あ
っ
た
。
即
ち
合
衆
閣
を
多
く
の
経
積
領
域
に
分
ち
、
そ
の
各
々
に
封
す
る
典
型
的
な
も
の
を
描
き
出
し
た
も
の
で
る
る
。

の
農
務
次
官
ハ
kr邑
急
富
士

ω
2
2
S
4
a
h
p民
江
口

ZF50)
経
管
撃
を
非
常
に
進
歩
さ
せ
た
。
沼
田
弘
ロ
ヨ
自
の
指
導
の
下
に
農
業
経
管
局

ハ切戸
q
g戸田邑

3
5
冨
g
p
m
8
8
5
は
可
申
口
出
国
UASH-F
州
に
於
け
る
の

g
a
s
p
s号
の
経
営
経
済
的
調
奈
を
行
ひ
、
そ
の
結

果
を
一
九
-
六
年
に
公
刊
し
た
。
此
の
新
し
い
調
在
に
依
て
、
経
営
皐
の
領
域
は
農
業
技
術
的
問
題
及
び
枇
合
的
問
題
と
直
則
さ
れ

る
に
至
り
、
以
後
所
得
・
利
潤
・
投
資
及
び
経
営
方
式
に
限
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

農
務
省
と
各
州
の
専
門
拳
校
と
の
共
同
研
究
は
、

特
に
経
替
経
済
的
調
夜
を
行
っ
た
州
立
大
壊
の
内
で
は
、
紐
育
州
の

p
g
s
に
於
け
る
の
。

E
島
大
阜
の
農
事
部
が
優
れ
て
居

た
。
即
ち
教
授
の
・
可
・
宅
号
窓
口
が
一
九

O
六
年
か
ら
入
』
ヰ
に
亘
っ
て
一
つ
の
経
皆
経
済
的
調
奈
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

(佐一-一
ν

が
後
世
の
此
の
種
の
研
究
の
範
と
な
る
に
至
っ
た
。
と
の
調
賓
の
新
味
は
、
簿
記
詑
入
の
結
果
や
質
問
用
紙
等
に
依
ら
や
し
て
、
小

範
囲
に
於
け
る
農
場
を
個
別
に
訪
問
し
て
そ
の
基
礎
と
し
た
と
云
ふ
鮪
に
あ
る
。
斯
る
方
法
は
∞
ロ

3
4
8
a
r
a
と
し
て
知
ら
れ

る
に
至
っ
た
。
J
J
1
2
窓
口
は
彼
の
模
範
調
売
に
於
て
、
経
営
墜
と
は
特
別
に
閥
係
の
な
い
種
k

の
要
素
を
も
採
り
入
れ
た
。
即
ち
婦

農
業
経
済
拳
の
護
法

二
二
九



農
業
経
済
畿
の
護
連

ニ=一
O

人
勢
働
問
題
、
家
族
の
大
さ
・
年
齢
・
教
育
等
の
世
曾
問
題
を
も
取
扱
っ
た
の
で
あ
る
。

岡
氏
経
消
息
的
見
地
は
、
最
初
の
経
替
経
済
準
的
研
究
に
は
何
の
役
割
を
も
演
じ
な
か
っ
た
。
然
し
乍
ら
後
に
至
っ
て
、
別
、
な
方

面
か
ら
農
業
の
粧
掛
問
題
に
ふ
れ
ざ
る
を
得
友
か
っ
た
。
従
来
商
工
業
問
題
に
の
み
閥
心
を
持
っ
て
居
た
経
済
皐
は
・
次
第
に
そ
の
興

味
乞
農
業
に
向
け
始
め
、
そ
の
傾
向
は
特
に
九

0
年
代
の
恐
慌
の
際
に
顕
著
と
な
っ
て
来
た
。
一
八
九
二
年
及
び
一
八
九
六
年
に
亜

米
利
加
経
済
事
合
ハ

P
B
E
S
H
F
8
0
E山
口
除
草
口
富
山
。
る
は
始
め
て
、
農
業
問
題
を
共
定
期
墜
舎
に
於
て
取
扱
っ
た
。
岡
田
円

g
a

ハ
駐
四
V

大
撃
の

4
・
Z
・
。
担
当
2
は
此
の
時
代
に
農
業
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
最
初
の
鰹
梼
愚
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
少
し
前
か
ら
同
ト
。
'

J

門
品
目
。
司
が
農
業
経
済
事
の
組
織
的
建
設
に
斎
手
し
て
居
た
。
一
九

O
二
年
1

三
年
の
多
期
に
、
彼
は

(
位
五
〉

農
業
経
済
撃
の
最
初
白
講
義
を

4
吉田

2
5山
口
大
事
に
於
て
行
同
日
、
間
も
な
く
一
九

O
五
年
最
初
の
教
科
書
を
公
に
し
た
。
た
め
に

亜
米
利
加
に
於
け
る
農
業
経
隣
接
の
父
と
仰
が
れ
て
居
る
。
そ
の
仕
事
が
如
何
に
偉
大
友
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
彼
が
農
務
省
に
於

け
る
農
業
経
椅
局
ハ

W
5
8
z
&
除雪山口戸

LEg-
出口

g
o
E
S
)の
組
織
者
に
な
る
起
の
素
晴
ら
し
い
立
身
が
設
明
し
て
飴
り

b
る。

巧
日
出
向
。
出
曲
目
巨
大
事
も
亦
一
九

O
八
年
農
業
経
慎
及
び
農
場
経
替
に
関
す
る
事
部
を
設
置
し
、

5
5
g
g
州
の

C
E島
大
串
及

び

mw・
司

g
H
大
壌
に
次
い
で
、
新
し
い
科
壊
の
温
床
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
迄
は
、
直
米
利
加
で
も
濁
逸
と
同
じ
様
に
、
農
業
経
済
的
科
皐
を
農
政
務
と
農
業
経
皆
皐
と
に
分
け
て
居
た
。
J

門
品
目
。
吋
は
、

共
科
問
中
的
立
場
の
大
部
分
を
共
人
に
負
ふ
て
居
た

H
W
H
同
品
目
同
と
同
様
、
常
に
英
吉
利
並
に
潤
逸
に
其
範
を
採
っ
て
居
た
。
故
に

濁
巡
の
影
響
を
受
け
て
居
る
事
は
事
費
だ
が
、
費
出
庇
は
全
く
別
の
方
向
に
向
い
て
行
っ
た
。

農
業
経
済
研
究
者
の
活
動
に
刺
戟
さ
れ
て
、
亜
米
利
加
鰹
憤
皐
舎
は
一
九

O
七
年
、
農
業
問
題
の
再
認
識
を
始
め
た
。
吋

-z・
cmF・

2
2
を
議
長
と
し
た
経
隣
接
合
犬
舎
が
、

k
J弘
司
己

E
g阿
国

gHHOEa
を
経
済
製
の
猫
立
部
門
と
し
た
事
は
、
此
の
新
し
い
科

感
の
挺
史
上
劃
期
的
な
事
で
あ
っ
た
。
然
し
乍
ら
、
農
業
経
鶴
岡
曜
の
支
持
者
た
る
」
司
局
窓
口
や

m-HH58
は
是
に
参
加
せ
歩
、

別
な
組
織
を
創
設
し
た
。
即
ち
一
九

O
八

年

巧

2
5ロ
は
粧
皆
経
済
験
者
を

C
E色
大
事
に
叫
合
し
、

mw匂
山
口
尽
き
と
共
に
斡
旋



に
努
め
た
結
呆
二
年
後
に
産
米
利
加
農
業
経
営
感
曾

(KF52山
富
岡
田
可
言
回
冨
包
囲
pm白
官
自
民
〉
き
己
主
丘
ロ
ゾ
を
創
立
し
た
。

と
む
新
し
い
農
業
経
済
的
科
皐
が
調
立
し
た
事
は
や
が
て
よ
り
大
き
な
護
展
を
す
る
基
礎
と
な
っ
た
。
調
逸
の
腫
勢
に
封
抗
し
て

農
業
経
消
息
た
る
汎
橋
の
下
に
新
し
い
重
要
な
部
門
が
生
れ
出
で
た
た
め
に
、
経
費
曲
学
は
そ
白
濁
立
し
た
地
位
を
間
も
な
く
失
っ
て

了
っ
た
。
経
営
撃
と
相
並
ん
だ
最
初
の
特
殊
部
門
と
し
て
農
業
販
費
接
(
農
業
市
場
論

i
p官
庁
己
Z
E
H
V
F島
市
民
ロ
ち
が
護
達
し
た
。

市
場
と
販
資
の
重
要
性
は
既
に
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
居
り
、
亜
米
利
加
経
済
副
学
舎
も
亦
一
九

O
八
年
農
業
市
場
問
題
を
討
議
し
た

巧
同
一
湾
吉
田
山
口
と
〕

5
5
8
g
の
雨
大
皐
に
於
て

w
h
b
っ
た
が
そ
れ
は

市
習
が
あ
っ
た
。
最
初
に
販
資
撃
が
特
別
に
講
義
さ
れ
た
の
は

一
九
一
三
年
以
後
の
事
で
あ
る
。

JFH匂
目
。
吋
は
此
の
領
域
で
も
亦
先
駆
者
で

b
っ
た
。
農
務
省
に
在
つ
で
も
一
九

O
九
年
以
後
農
業

年
報
に
市
場
及
び
協
同
販
質
に
闘
す
る
章
が
設
け
ら
れ
又
一
九
一
三
年
に
は
省
内
に
市
場
事
務
所
ハ
。
E
2
0内

5
2
g
gゾ
が
開
設

さ
れ
種
々
の
費
選
を
経
た
後
一
九
一
七
年
に
は
、
農
業
経
済
局
に
重
要
な
地
位
を
占
む
迄
に
至
っ
て
居
る
。

元
来
販
資
副
学
と
密
接
な
闘
係
を
有
し
て
居
る
白
で
、
農
産
物
債
格
の
研
究
が
間
も
な
く
叉
一
つ
の
濁
立
部
門
に
琵
達
し
た
。
此
の

方
面
に
は
、
世
界
大
職
以
来
、
農
業
経
梢
接
者
も
農
務
首
局
と
共
に
特
に
注
意
を
梯
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
殊
に
毅
後
の
農
業
恐
慌

後
債
格
。
安
定
及
び
橡
想
に
闘
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
債
格
決
定
。
基
礎
及
び
債
格
闘
係
を
研
究
せ
ね
ぼ
た
ら
-
な
か
っ
た

の
で
、
債
絡
の
研
究
は
特
に
重
要
硯
さ
れ
る
に
至
ワ
た
。
か
L

る
領
域
に
封
し
て
も
亜
米
利
加
は
最
近
十
年
間
に
新
し
い
方
法
に
よ

門
誌
六
〉

る
数
多
く
の
勢
作
を
生
ん
で
債
格
の
分
析
に
多
く
の
貢
献
を
な
し
た
。

農
業
経
済
事
の
今
一
ヲ
の
領
域
即
ち
土
地
経
済
論

Q
h
g
L白
2
5
E
gゾ
は
、
未
だ
そ
の
歴
史
が
詫
ぃ
。
何

-
H
出
品
H
U

『
は
か
a
A

る
特
別
科
皐
を
基
礎
づ
け
た
人
で
あ
っ
て
、
今
日
で
は
殆
ん
ど
す
ペ
て
の
犬
壌
に
そ
白
停
統
を
つ
ぐ
も
の
を
持
。
て
居
る
。
一
九
一

九
年
農
務
局

Q
W
5
0
2
0向
krm
ユg
F
5
0〉
内
に
土
地
経
済
課

Qhw一回仏国
S
5
5
5
)
と
稿
す
る
特
別
の
謀
が
設
置
さ
れ
た
。
然

し
乍
ら
宮
、
一
回
仏
国

g
g邑
司
閣
は
農
業
の
領
域
を
踏
み
出
し
て
、
都
合
の
土
地
を
も
取
扱
っ
て
居
る
白
で
あ
る
。
国
内
日
一
可
は
尚
ほ
公
共

事
業
ハ
ヲ
渉
F
d
E
E
U
)
を
も
新
し
い
研
究
領
域
に
採
り
入
れ
た
。

農
業
経
済
患
の
褒
蓬

占

一一一一



農
業
経
櫨
何
血
事
の
竣
建

一一一一一一一

農
業
経
済
事
は
是
等
特
殊
領
域
の
総
稀
で
る
る
。
是
等
の
領
域
の
形
成
の
内
に
二
十
年
代
に
は
倫
ほ
調
逸
の
壌
問
と
非
常
な
類
似

を
持
っ
て
居
た
亜
米
利
加
の
斯
曜
の
特
殊
な
護
建
を
見
得
る
の
で
あ
る
。
と
の
農
業
経
済
壊
の
定
義
の
新
し
い
概
念
は
、
又
、
農
科

大
壌
や
、
農
務
省
の
新
組
織
に
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
に
は
農
務
省
内
の
種
々
の
部
門
の
上
に
農
業
経
済
局
ハ

HW525

九
九
芯
号
己
E
E
H
出

2
3
0昆
ロ
曲
)
が
設
け
ら
れ
、
総
て
の
特
殊
部
門
を
統
合
し
、
農
業
行
政
上
、
非
常
に
重
要
友
地
位
を
点
む
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

農
業
経
掛
局
の
中
で
は
、
例
へ
ば
農
業
経
倍
率
舎
が
結
成
さ
れ
て
居
て
、
農
業
経
掛
患
の
代
表
者
を
封
立
す
る
等
種
々
の
特
殊
闇

盟
が
あ
っ
た
が
、
一
九
一
九
年
す
べ
て
が
亜
米
利
加
農
業
経
済
皐
曾
ハ

krEsrg
吋
号
自
国
g
g吉
弘
司

p
g
o司
宮
氏
。
ろ
に
加
入
す

〈
匙
七
〉

る
事
に
、
な
っ
て
問
題
は
解
決
し
た
c

即
ち
専
門
化
す
る
一
方
強
い
結
合
の
傾
向
も
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
専
門
化
す
る
と
共
に
聯
合

も
亦
行
は
れ
て
行
っ
た
と
一
一
言
ふ
嬬
ぶ
べ
き
傾
向
は
、
大
部
分
説
米
利
加
人
の
科
事
的
能
力

κ基
く
も
の
で

b
ク
た
。

農
業
経
情
撃
は
、
最
初
か
ら
、
農
業
枇
曾
事
ハ
hrmggoNU-cm凶
巾
〉
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
居
た
。
農
業
経
済
墜
に
闘
す
る
教
科

書
に
は
向
ほ
多
く
の
章
節
に
農
業
枇
舎
壊
が
設
か
れ
て
居
る
が
、
然
し
乍
ら
農
業
枇
舎
撃
は
一
つ
の
特
殊
科
事
で
、
農
業
経
隣
接
と

峻
別
さ
れ
汝
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
る
る
。
同
様
な
闘
係
に
あ
る
も
の
に
農
業
地
理
壊
と
農
業
史
が
あ
る
。
探
し
是
も
、
地
理
事

及
び
史
撃
の
特
殊
部
門
と
な
っ
て
行
く
傾
向
が
あ
る
。

然
ら
ば

k
p
m
ユZ
F
C
吋白』国内向。図。
g
M
g
と
は
何
で
あ
る
か
。
又
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
。

農
業
が
品
開
ほ
経
憤
的
活
動
の
支
配
形
態
で
あ
っ
た
時
は
農
業
の
経
済
的
科
勝
一
段
経
済
に
閲
す
る
唯
一
の
事
問
だ
っ
た
。
然
し
乍
ら

資
本
と
か
所
得
と
か
生
産
費
利
潤
等
の
概
念
は
工
業
経
拙
何
よ
り
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
工
業
の
勃
興
が
今
日
の
経
済
墜
を
成
立
せ
し

め
る
動
機
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
貨
幣
費
本
と
工
業
に
基
礎
を
置
い
た
経
掛
制
度
は
農
業
部
面
に
あ
て
は
ま
ら
、
な
か
っ

た
。
即
ち
例
へ
ば
資
本
の
廻
輔
が
遅
い
た
め
に
利
潤
率
は
本
質
的
に
低
く
、
生
産
の
集
中
は
困
難
で
、
経
費
の
集
中
に
は
限
界
乞
認
め

ね
ば
な
ら
な
い
事
が
解
っ
た
の
で
あ
る
。
放
に
農
業
経
済
的
般
の
特
種
的
地
位
は
、
常
に
農
業
の
特
性
で
あ
る
問
題
の
複
雑
性
を
解
決



す
る
と
言
ふ
鮪
に
あ
る
。
即
ち
農
業
経
憤
皐
と
は
経
済
壊
の
原
理
を
そ
の
ま
L

或
る
経
済
部
門
l
即
ち
農
業
に
臆
用
す
る
も
の
で
は

な
く
し
て
、
一
般
経
済
患
を
農
業
生
産
の
た
め
に
脳
変
形
し
、
順
臆
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
閥
係
は
斯
撃
の
本
質
で
あ

っ
て
、
産
米
利
加
の
農
業
経
済
撃
の
支
持
者
に
依
て
特
に
強
調
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
農
業
経
済
的
科
事
の
出
費
鼎
と
蹄
結
に
闘

す
る
亜
米
利
加
的
把
握
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は

zsao
の
次
の
如
き
一
言
葉
が
る
る
。
「
古
典
的
及
び
新
古
典
的
抽
象
的
研
究

法
の
前
提
を
総
て
の
上
に
位
す
る
最
高
指
針
と
す
る
」
と
言
ふ
思
想
が
是
で
あ
る
。
桃
の
販
資
、
純
血
種
奮
の
飼
育
、
若
く
は
排
水

施
工
の
如
き
外
的
友
、
技
術
的
な
問
題
の
背
後
に
、
農
業
経
営
の
最
も
重
要
な
経
済
的
問
題
と
し
て
、
如
何
に
せ
ば
生
産
要
素
た
る

土
地
・
附
労
働
・
資
本
を
正
賞
な
蹴
係
に
於
て
最
も
有
効
に
使
用
す
る
と
と
が
出
来
る
か
と
一
五
ふ
問
題
が
潜
ん
で
居
る
。
そ
れ
が
農
業

経
済
拳
の
民
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
私
用
に
供
せ
ら
れ
や
う
と
、
圏
睦
若
く
は
民
族
の
一
般
的
幅
祉
の
た
め
に
用
ひ
ら
れ
様
と
、

そ
ん
な
事
に
は
無
闘
係
に
、
す
べ
て
と
の
解
決
は
、
か
L

る
経
済
的
平
面
白
上
に
一
致
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
ち
る
。
農
業
政
策
は

と
年
守
は
問
題
外
で
あ
り
、
粧
構
外
の
考
慮
に
飴
地
を
典
へ
守
、
経
情
的
友
一
幅
一
肱
が
満
足
さ
れ
、
確
保
さ
れ
た
時
は
、
残
飴
の
問
題

は
組
て
容
易
に
解
決
さ
れ
る
と
信
念
に
基
い
て
居
る
。
此
庖
に
調
趨
の
農
政
事
の
概
念
と
の
根
本
的
取
差
異
が
あ
る
の
で
あ
る
。
市

し
で
か
L

る
理
解
の
護
達
し
た
所
以
を
著
者
は

一
、
亜
米
利
加
大
陸
に
存
在
し
た
無
蓋
識
な
土
地
の
た
め
に
閤
家
は
閤
民
の
経
済
生
活
の
調
節
わ
も
そ
れ
に
住
せ
、
子
捗
を
試
み
る

必
要
が
な
か
っ
た
幕
、
従
っ
て
枇
合
経
済
組
織
は
自
由
な
る
個
人
を
基
と
し
て
築
か
れ
、
そ
の
闘
係
は
経
済
護
展
の
時
代
に
そ
の
た

め
に
必
要
だ
っ
た
個
人
の
閥
心
を
基
と
し
て
打
立
て
ら
れ
た
古
典
祇
経
済
壊
の
生
れ
た
環
境
に
類
似
し
て
居
た
事
。

ニ
、
民
大
な
る
打
つ
ど
い
た
地
積
か
ら
生
や
る
一
肱
舎
関
係
の
単
純
性
、
殊
に
市
場
の
一
様
性
と
債
大
性
と
は
妨
げ
ら
れ
る
事
な
き

企
業
心
と
相
侠
っ
て
欝
異
に
慣
す
る
経
滴
組
織
を
、
事
聞
と
は
無
関
係
に
出
現
せ
し
め
、
曲
牢
問
は
、
後
か
ら
、
是
等
の
内
か
ら
、
法

則
を
費
見
し
是
を
躍
用
ず
る
事
に
よ
っ
て
多
く
の
問
題
を
解
決
す
る
事
が
出
来
た
事
。

三
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
子
孫
を
主
と
し
又
困
難
な
開
拓
生
活
を
し
て
来
た
所
か
ら
産
米
利
加
入
は
現
質
的
で
あ
り
、
合
理
主

農
業
経
済
組
事
の
援
護

一一一一一一一

E. G. Nou間:Agricultural Economics. 1916. S. 6tf. 1) 
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し
た
も
の
は
農
業
経
管
壌
で
あ
っ
た
。
そ
の
始
め
は
濁
趨
中
世
史
に
迄
遡
る
事
は
出
来
た
い
。
一
種
の
農
業
簿
記
を
つ
け
始
め
た
の

は
僧
院
で
あ
る
。
即
ち
其
寺
領
に
封
し
て
借
院
は
早
く
か
ら
、
政
支
及
び
計
劃
を
比
較
的
新
し
い
方
法
で
記
録
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

同
様
に
封
建
領
主
D
荘
園
で
も
古
く
か
ら
牧
入
及
び
経
替
の
問
題
に
闘
す
る
組
織
的
な
記
帳
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
伊
豆
五
向

島
昂
由
】

1
2
g
g
g
時
代
に
出
来
た
の
品
目
宮
古
門
戸
品
点
口
町
田
ハ
挺
国
法
)
は
そ
れ
ら
の
計
割
中
最
も
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

然
し
乍
ら
斯
る
極
め
て
素
朴
な
記
帳
を
直
ち
に
以
て
一
つ
の
科
撃
の
始
り
と
看
倣
す
事
は
出
来
な
い
。
農
業
経
済
拳
が
異
に
科
事

的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
賓
に
古
典
的
閣
民
経
済
事
が
完
成
し
た
時
代
に
於
て
ピ
あ
る
。
農
業
経
隣
接
の
鼻
躍
と
仰
が
れ
る

kvF宮
口
宮
国
富
市
吋
は
英
時
代
及
び
昔
時
の
思
潮
の
震
の
代
表
者
で
あ
っ
た
に
止
ま
る
。
彼
は
農
業
の
経
済
隼
コ
ヨ
ユ
団
長
包
豆
島
吉

宮

Z
E
E
E
)を
樹
立
せ
ん
と
し
た
が
、
そ
れ
に
は
純
粋
経
済
壊
の
成
果
を
鷹
用
す
る
事
で
充
分
だ
っ
た
。
勿
論
、
農
業
は
一
つ

白
製
造
業
で

b
り
、
金
儲
け
が
主
た
る
目
的
で
る
る
と
す
る
彼
の
考
に
は
賛
成
す
る
事
は
出
来
た
い
に
し
て
も
、
彼
が
農
業
経
営
感
円建一
v

を
科
率
的
に
基
礎
づ
け
る
た
め
に
努
力
し
た
最
初
の
人
で
る
る
事
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
影
響
は
、
例
へ
ば
k
r
含
臣
民
昨
日
目
白

や

F
4
0ロ
ゐ
S
冨
司
王
宮
の
様
な
反
封
者
か
あ
っ
た
に
か
A

は
ら
歩
、
前
世
紀
に
於
て
は
踊
る
強
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
が
濁
逸
に

於
て
農
業
が
英
闘
の
模
範
に
習
っ
て
集
約
化
し
、
合
理
化
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
に
生
き
て
居
た
か
ら
で
あ
る
。

k
r
g
『
担
口
冨
吋
何
回
宮
『
に
つ
い
で
十
九
世
組
中
か
ら
今
日
迄
調
逸
O
圏
内
は
勿
論
、
海
外
に
迄
名
撃
を
拍
し
た
農
業
経
替
撃
者
、
即
ち

例
へ
ば

p
r巧
由
民
-

J

♂ロ

a
s
c。宮・
k
g
g
g∞
の
如
き
が
額
出
し
た
。
就
中
特
に
目
立
つ
の
は
農
業
経
済
襲
。
領
域
に
立
地
風
一
を

打
ち
樹
て
不
朽
の
功
績
を
時
寓
し
た
旬
。

v
g回
国
弘

E
E
M
4
0ロ
吋
広
口

g
で
あ
ら
う
。

(
駐
ニ
〉

園
民
経
済
拳
的
接
科
と
し
て
の
「
農
政
事
」

(
k
g
g
A
δ
民
江
戸
む
も
亦
前
世
紀
の
初
に
既
に
樹
立
さ
れ
て
居
た
。
最
初
旬
品
。
一
V
ー若

(
註
回
〉
ハ
註
五
》

く
は

mwag
の
如
き
一
閃
P
5
2
P
F窓
口
が
後
に
は

H
b
g
や
出
き
が
、
農
政
墜
を
臨
用
経
済
撃

Q
g
w江田口
Z
J
H
O
H
W
担
当
日
ユ
回
目
宮
崎
酔
)

の
内
に
樹
立
せ
ん
と
努
力
し
た
。
今
日
著
名
な
農
政
拳
に
闘
す
る
敢
科
書
は
す
べ
て
歴
史
拳
抵
の
園
民
経
済
紘
一
a

者
の
著
述
に
か
L

る

も
の
で
あ
る
。
山
露
政
感
心
研
究
は
操
業
に
闘
す
る
民
汎
な
挺
史
的
義
礎
ム
び
過
去
白
農
業
闘
係
に
依
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
居
る
。
脱
芳

農
業
経
済
壌
の
畠
思
議

二一一一五



農
業
抑
制
済
経
の
設
建
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働
及
び
農
民
問
題
の
如
き
農
業
の
枇
曾
的
方
面
も
亦
枇
曾
政
策
に
興
味
を
持
ち
枇
曾
改
趨
的
思
想
に
熱
中
し
た
時
代
に
は
特
に
注
意

が
注
が
れ
た
。

HHORrF
ぐ
。
ロ
合
同
の
。

H
F
w
g
r
g
Z吋
ma
等
D
教
科
書
及
び
現
在
の
出
向

Z
F円
山
口
問
共
他
の
研
究
は
、
そ
の

蹟
さ
及
び
深
さ
に
於
て
猫
逸
農
政
山
学
史
上
特
筆
す
べ
き
も
O
で
弘
容
v

農
業
生
産
の
技
術
的
方
面
以
外
を
取
扱
ふ
農
撃
は
、
調
逸
で
は
今
日
迄
経
替
墜
と
農
政
撃
に
分
た
れ
て
居
た
。
而
し
て
農
業
粧
品
凸
患

は
そ
の
研
究
範
囲
に
就
い
て
何
等
疑
問
を
起
す
飴
地
が
な
い
が
、
科
皐
と
し
て
の
由
民
政
拳
は
、
そ
り
名
輔
が
表
す
よ
り
も
遥
に
康
い
領

域
を
包
活
し
て
届
る
の
で

b
る
。
而
も
此
の
概
念
は
十
九
世
紀
白
一
初
よ
そ
今
何
迄
饗
ら
な
い
の
で
あ
る
。
容
認
百
の
み
は
一
八
九

九
年
そ
の
著
笥
己
目

CE--
。-8口
。
昆
O
色
町
田

k
r
W
2
V
2
8
を
公
に
し
た
際
、
他
の
名
稿
即
ち

z
a
U
5
5
}
8
5
g
U島
市

m
k
r口宮吋

g
g田

友
る
語
を
用
N
U

ゃ
う
と
し
た
。
成
程
同
m
R
B
S
P
-
E
な
時
代
に
は
、
岡
田
B
B
P
H
Z
的
な
基
礎
や
方
法
の
臆
用
を
農
業
に
る
て
は
め
る

事
は
必
要
だ
ら
う
が
、
後
に
は
農
政
事
は
設
皐
此
特
色
に
趨
合
し
な
く
な
り
、
経
皆
接
的
・
経
済
接
的
方
法
が
農
業
経
掛
率
的
方
法

と
し
て
益
々
重
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
農
業
に
封
す
る
園
家
的
方
策
の
組
和
と
し
て
の
農
政
壊
は
、
全
く
欧
北

に
蹄
し
た
と
は
齢
く
と
も
濁
逸
で
は
言
へ
た
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
十
九
世
紀
全
般
を
通
ヒ
て
、
今
日
に
於
て
す
ら
も
、
砂
か

ら
歩
工
業
化
の
進
展
と
共
に
経
消
化
も
強
佑
し
、
個
々
の
経
済
部
門
に
浸
透
し
、
最
後
に
農
業
に
も
及
ん
で
来
た
も
の
で
る
る
。
そ

と
に
科
墜
と
し
て
の
経
掛
撃
及
び
農
業
経
替
単
存
在
の
意
義
が
求
め
ら
れ
る
の
で
る
る
。
経
済
撃
と
政
策
間
半
、
特
に
農
業
経
皆
皐
と

農
政
勝
?
と
の
聞
の
移
行
に
は
何
等
の
新
計
劃
を
必
要
と
は
し
な
い
。
即
ち
政
策
が
重
要
観
さ
れ
る
事
は
既
に
同
P
5
2乙
宮
時
代
に

も
明
か
で
あ
り
、
例
へ
ば
自
由
貿
易
論
も
亦
一
度
は
政
策
の
具
に
供
せ
ら
れ
た
。
政
策
を
重
要
視
す
る
古
学
は
、
勿
論
政
策
的
手
段
に

謝
す
る
科
接
的
確
認
及
び
推
測
を
も
包
括
す
る
と
と
を
意
味
し
、
決
し
て
政
策
的
判
断
に
は
何
等
の
指
針
も
準
備
も
必
要
と
し
な
い

と
一
言
ふ
意
味
で
は
な
い
。
政
策
に
封
す
る
盤
情
態
。
役
割
は
、
す
ぺ
て
白
場
合
に
於
て
科
墜
的
研
究
の
結
果
が
政
策
的
期
待
と
必
要

に
一
致
す
る
と
云
ふ
前
提
を
設
け
な
い
時
に
始
め
て
護
揮
さ
れ
る
の
で
る
る
。
科
感
心
任
務
は
政
策
的
判
断
に
劃
し
て
必
要
な
知
識

及
び
基
礎
を
提
供
す
る
と
一
五
ふ
と
と
の
み
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
L

る
見
解
か
ら
出
費
し
て
、
現
在
の
経
掛
的
、
枇
合
的
蹴
態
を



議
調
研
究
す
る
科
事
は
肱
に
政
策
で
は
な
く
、
従
っ
て
農
政
皐
に
替
ふ
る
に
農
業
経
情
感
の
名
稿
を
以
て
す
べ
き
で
あ
る
の
で
る

る睦
-
、
民
信
司
比
四
に
闘
す
る
多
〈
の
文
献
中
最
新
の
も
の
は
切
・
∞

OBHg己
主

h
F・
2
白
血
肉
出
向
島
主
食
回
目
向
島
知
切
切

E
o
g
g
p

。ErkpMM吋門
戸

回
目
}
臼

4
・

巧
-
関
与
田
恒
三
局
O
口
町
曲
目

HHE酔
7
伊
豆
乳
同
『
O
口

仏

2
B湾
4
4

言
。
含
Y

民俗
M
E
S

腔
ニ
、
。

E出
向

mUH目
。
向
田
島
民

auRWH出回向。ロ
OBMOH∞G
町

桂
三
、

U
山
由
民
民
間

Oロ
払
祭

0
5
5
F
H∞串・

桂
図
、
回
以
昆
宮
口
炉
吉
宗
富
富
山
富

2
8
z
b
a
H
o
g
g
H・

註
玉
、
。
円
吉
含
伊
丹
目
。
島
2
4
0
-
E王
国
仲
田
口
宮
内
宮
古
窓
口
円
・
同
∞
怠
・

盟
六
、
。
・
H
H
E
V
V
昆
も
亦
関
民
経
済
皐
史
上
算
へ
上
ぐ
べ
き
人
で
あ
る
。

あ

と

~， 

き

著
者
は
更
に
是
に
績
け
て
、
第
三
章
に
】
)
山
由

d
u
g
s
r
E巾
雪
山
田
口
r
g
色
白
骨
ロ
窓
口
V
B
S
L
H
E
a
r
s
u各
自
〉
ロ
崎
忠
告
白
肉

ぎ
百
の
品
吉
田
g‘
E

E
ふ

4
8
【
回
自
民
g
r
a
s
(回
目
吋
》
m
g忌
w
o
g
E
W
(農
業
経
済
撃
の
封
象
及
び
方
法
に
封
す
る
米
猫
雨
園
の

見
解
の
差
異
)
を
己
2
c
o
m
g
a
M
g色
合
同
吋
。
窓
口
v
g
m
及
び
同
)
四
四
回
1
0
5
F
E宮

g
g
r
a
s
k分
ち
興
味
深
い
叙
越
を
す
L
め、

更
に
第
四
章
に
り
向
。
吋
。
回
目
白
v
g
m窓
口
時
間
酔
宮
出
色
2
k
r
m
E忌
『
ロ
。
B
F
(農
業
経
済
阜
の
研
究
課
題
)
に
つ
い
て
論
巴
て
居
て
、
啓

穫
さ
れ
る
所
が
勘
く
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
等
の
紹
介
は
叉
別
の
機
に
ゆ
づ
る
。

農
業
経
済
患
の
愛
逮
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